
　　10月も中旬になり、秋も徐々に深まってきましたが、会員の皆さんにおかれましては日々の

 １．安全就業ニュース

 ２．会員の就業の仕方について

 ３．普及啓発促進月間（10/1～31）のボランティア活動の報告

　　１０月は、シルバー普及啓発促進月間です。地区班等でボランティア活動を実施されま

　したら、県連合会に報告する必要がありますので、実施日、場所、内容、参加人数を11月4

　日(火)までに地区担当者まで報告をお願いします。

 ４．会員数の推移（R3年10月からR4年9月までの1年間）
（単位：人）

男性 女性 合計

Ｒ3.10月 621 353 974
11月 622 358 980
12月 623 358 981
Ｒ4.1月 624 364 988
2月 626 366 992
3月 616 358 974
4月 630 369 999
5月 622 367 989
6月 603 358 961
7月 597 364 961
8月 595 359 954
9月 583 356 939

　のうえ事務局職員から作業内容等の説明を受けた上で作業を行うようにしてください。事務
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　５．募集中のお仕事の紹介

　 募集中のお仕事の内容は、裏面に掲載しています。応募〆切は、１０月３１日（月）です。

※この期間に、男性は38人減、女性は3人増となりました。

    発注者から直接会員の皆さんへ仕事の依頼があった場合には、必ずセンター事務局に連絡

　局へ連絡せずに作業された際に事故があった場合は、シルバー保険の適用になりません。

で非常に大幅な減少となっています。4月末には999名まで増加しましたが、それ以降60名減少

集について広報していますが、会員の皆さんも声がけ等ご協力をよろしくお願いします。

　上記のとおりこの１年間で会員数が974名から939名と35名減少しました。特に男性が38名減

したことになります。会費未納による資格喪失が最も大きな要因となっています。今年度の会

費が未納の方は速やかに納付いただきますようお願いします。また、センターでも新規会員募
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　3ｍに切りそろえる剪定作業中に何らかの原因で三脚から落下し、頭部外傷、脊椎脱臼骨折という状況

　であった。一人作業であったが、残滓処理をしていた発注者が、頭から血を流して倒れていた会員を発

　ありますので、油断せず基本的な感染対策は引き続きお願いします。

　就業お疲れさまです。新型コロナウィルス感染については、全国的に新規感染者数が減少傾向

～全シ協の安全就業ニュースから就業中の重篤事故事例を紹介します。

　　作業現場は、道路（コンクリート舗装）に面した篠藪で、道路に三脚を立てて、篠竹・立木等を高さ

　にあり、島根県、出雲市も同様ですが、まだ島根県では200人、出雲市でも100人を超える日も

　見し、声をかけるが意識がなかったため救急車を要請して病院に搬送されたが死亡した。安全帽は未着

　用であった。直接の事故原因は一人作業であったため不明であるが、三脚は立ったままであり、剪定中

　にバランスをくずして落下したものと推測される。当該センターでは、足場2ｍ、作業する立木等の高

　さ4ｍの安全基準を設けており、今回も契約上3ｍまでの剪定であり問題なかった。安全帽はセンター

　から全会員に配付されているが、残念ながら今回は未着用であった。
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